
は
じ
め
に

　

石
巻
専
修
大
学
は
、
１
９
８
９
年
４
月
、
理
工
学
部
と
経
営
学

部
の
２
学
部
体
制
で
宮
城
県
石
巻
市
に
開
学
し
た
。
２
学
部
と
も

１
９
９
４
年
４
月
に
大
学
院
修
士
課
程
を
設
置
し
、
そ
の
後
大
学

院
後
期
課
程
を
増
設
し
た
。
さ
ら
に
、
２
０
１
３
年
４
月
に
は
人

間
学
部
を
開
設
し
、
現
在
は
３
学
部
２
研
究
科
体
制
の
も
と
地
域

に
根
ざ
し
た
大
学
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

本
学
は
、
地
域
で
唯
一
の
高
等
教
育
機
関
と
し
て
の
強
み
を
生

か
し
、
地
域
を
支
え
て
い
く
人
材
の
育
成
と
地
域
の
活
性
化
を
目

指
し
た
「
高
大
産
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
２
０
１
６
年
度
か
ら

展
開
し
て
い
る
。「
高
大
産
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
石
巻
圏
域

の
高
校
、
大
学
、
企
業
な
ど
と
の
連
携
に
よ
る
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

を
形
成
し
、
３
者
に
よ
る
協
力
の
も
と
、
圏
域
の
資
源
に
対
す
る

理
解
を
深
め
な
が
ら
、
各
々
の
強
み
や
特
色
を
最
大
限
に
引
き
出

す
取
り
組
み
で
あ
る
。
大
学
の
特
色
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
特
色

に
つ
な
が
る
事
業
へ
の
発
展
も
目
指
し
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
２
０
１
６
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
３
つ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
詳
細
の
背
景
な
ど
を
含
め
て
紹
介
す
る
。

１�　
「Code�for�Ishinom

aki�2016

」

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
地
域
の
活
性
化
を
テ
ー
マ
に
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
開
発
を
目
的
と
し
た
活
動
で
あ
る
。
２
０
１
６
年
度
は
、

経
営
学
部
舛
井
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
学
生
と
石
巻
工
業
高
校
（
電
気
情

報
科
）
の
生
徒
が
中
心
と
な
り
、
一
般
社
団
法
人
イ
ト
ナ
ブ
石
巻

の
技
術
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
活
動
を
行
っ
た
。

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
は
じ
め
に
「
若
者
た
ち
が
Ｉ
Ｔ
の
力

で
石
巻
を
盛
り
上
げ
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
」
と
い
う
大
ま

舛
井 

道
晴
●
石
巻
専
修
大
学
経
営
学
部
准
教
授

髙
橋 

智
　
●
石
巻
専
修
大
学
理
工
学
部
准
教
授

石
巻
地
域
の
人
材
育
成・

活
性
化
へ
の
新
た
な
取
り
組
み
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か
な
テ
ー
マ
の
み
を
設
定
し
た
。
こ
れ
は
、
自
分
た
ち
が
過
ご
し

て
い
る
石
巻
を
知
る
こ
と
か
ら
始
め
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
が
あ
っ

た
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
ま
で
交
わ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
高

校
生
と
大
学
生
の
感
性
を
最
大
限
に
引
き
出
す
た
め
に
、
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
か
を
わ
れ
わ
れ
が
見
定
め
る
狙
い
も
あ
っ
た
。

結
果
と
し
て
、
こ
の
方
向
性
は
成
功
し
、
当
初
抱
い
て
い
た
進
捗

に
関
す
る
不
安
は
杞
憂
と
な
っ
た
。
は
じ
め
は
お
互
い
の
距
離
感

を
感
じ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
ひ
と
つ
の
課
題
に
向
か
っ
て
協
力
し

て
活
動
を
進
め
て
い
く
う
ち
に
、
自
然
に
連
携
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
（
写
真
１
）。
早
い
段
階
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
進
捗

に
関
す
る
わ
れ
わ
れ
の
ア
ド
バ

イ
ス
は
不
要
と
な
っ
た
。

　

議
論
を
重
ね
て
、
本
年
度
は

「
石
巻
の
絶
景
」
を
テ
ー
マ
と
し

て
、
石
巻
圏
域
の
風
光
明
媚
な

景
色
を
紹
介
す
る
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
制
作
し
た
。

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
景

色
を
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ

テ
ィ
（
Ｖ
Ｒ
）
で
疑
似
体
験
が
で
き
る
よ
う
に
し
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
で
は
タ
イ
ム
ラ
プ
ス
機
能
に
よ
っ
て
石
巻
の
四
季
を
１
分
程
度

で
楽
し
め
る
よ
う
工
夫
し
た
。
特
に
Ｖ
Ｒ
は
近
年
さ
ま
ざ
ま
な
メ

デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
り
、
学
生
た
ち
に
な
じ
み
の
あ
る
ゲ
ー

ム
機
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
り
と
、
注
目
を
浴
び
て
い
る

技
術
で
あ
る
。
新
し
い
技
術
を
学
び
、
応
用
で
き
た
こ
と
は
今
回

の
成
果
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
、
若
者
た
ち
が
自
ら
の
足
で
地
域

の
情
報
を
つ
か
み
、
そ
れ
を
自
ら
の
手
で
新
し
い
技
術
の
中
に
落

と
し
込
む
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
再
確
認
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
高

大
産
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
を
抱
え
る
石
巻
圏
域
か
ら
産
業
を
支
え
る
人
材
を
輩
出

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

２�　
「
高
大
産
連
携
に
よ
る
ラ
ジ
オ
放
送
」

　

石
巻
専
修
大
学
は
、
２
０
１
２
年
７
月
に
エ
リ
ア
ワ
ン
セ
グ
放

送
を
行
う
地
上
一
般
放
送
局
の
免
許
を
取
得
し
、
同
年
８
月
に
学

内
エ
リ
ア
ワ
ン
セ
グ
放
送
局
「
い
し
の
ま
き
ワ
ン
セ
グ
」
を
開
局

し
た
。
エ
リ
ア
ワ
ン
セ
グ
放
送
と
は
、
微
弱
な
電
波
出
力
に
よ
る

放
送
で
、
携
帯
電
話
や
カ
ー
ナ
ビ
な
ど
で
視
聴
で
き
る
ワ
ン
セ
グ

放
送
の
こ
と
で
あ
る
。
通
常
の
ワ
ン
セ
グ
放
送
と
違
い
、「
エ
リ

写真１　ディスカッションの様子
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ア
」
の
名
の
通
り
、
限
ら
れ

た
範
囲
の
中
で
の
み
受
信
で

き
る
。
そ
の
制
約
を
補
う
た

め
に
、
同
年
10
月
か
ら
経
営

学
部
舛
井
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
学

生
と
石
巻
地
域
を
可
聴
範
囲

と
す
る
ラ
ジ
オ
石
巻
が
共
同

で
番
組
制
作
を
始
め
、
現
在

に
至
る
ま
で
続
け
て
い
る
。

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
そ

の
環
境
を
土
台
と
し
て
石
巻

地
域
の
高
校
で
唯
一
、
放
送

部
を
持
つ
石
巻
西
高
校
の
生
徒
を
新
た
な
メ
ン
バ
ー
に
加
え
て
番

組
制
作
を
行
い
、
若
い
感
性
で
地
域
へ
の
情
報
発
信
に
取
り
組
ん

で
い
る
（
写
真
２
）。
ラ
ジ
オ
番
組
の
制
作
が
活
動
の
メ
イ
ン
で
あ

る
が
、
ご
当
地
Ｃ
Ｍ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
配
信
動
画
な
ど
の

コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
に
関
す
る
こ
と
を
学
び
、
実
践
的
な
活
動
を
行
っ

て
い
る
点
が
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
特
徴
で
あ
る
。

　

大
学
生
、
高
校
生
と
も
に
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
と
部
活
動
を
通
じ
て
学

ん
で
い
る
こ
と
も
あ
り
、
数
回
の
打
ち
合
わ
せ
を
経
る
だ
け
で
、

実
際
に
番
組
制
作
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
極
め
て
円
滑
に
進
ん
で
い
る
。
若
者
た
ち
が
自
ら
の
住
む
地

域
の
こ
と
を
調
べ
、
時
に
は
地
域
住
民
に
取
材
し
て
得
た
情
報
を

若
者
ら
し
い
視
点
で
発
信
す
る
こ
と
は
、
地
域
に
と
っ
て
明
る
さ

と
元
気
を
も
た
ら
す
方
法
の
ひ
と
つ
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

３�　
「
石
巻
地
域
３
者
連
携
も
の
づ
く
り
」

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
も
の
づ
く
り
の
実
践
的
な
機
会
を
通
し

て
、
若
い
世
代
の
育
成
と
地
域
の
活
性
化
を
目
指
す
活
動
を
行
っ

て
い
る
。

　

２
０
１
６
年
度
は
、
趣
旨
に
賛
同
い
た
だ
い
た
今
野
梱
包
株
式

会
社
の
協
力
の
も
と
、
理
工
学
部
と
経
営
学
部
の
学
生
お
よ
び
石

巻
工
業
高
校
（
土
木
シ
ス
テ
ム
科
）
の
生
徒
が
中
心
と
な
っ
て
、

強
化
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
活
用
し
た
防
災
用
品
の
開
発
に
取
り
組
ん
だ
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
大
ま
か
な
流
れ
は
「
構
想・

企
画
」「
設
計・

解
析
」「
試
作・

評
価
」
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
実
際
の
も
の
づ
く

り
を
体
験
し
な
が
ら
、
学
生
の
能
動
的
な
学
び
を
促
す
内
容
と
な
っ

て
い
る
。
大
人
は
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
、
若
者
の
自
由
な

発
想
を
生
か
せ
る
環
境
づ
く
り
を
意
識
し
た
。

　

具
体
的
な
活
動
内
容
は
、
ブ
レ
イ
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
に
よ
る
ア

イ
デ
ア
出
し
、
若
者
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
発
表
会

な
ど
の
メ
ン
バ
ー
全
体
に
よ
る
活
動
や
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
支
援

写真２　番組収録の様子
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に
よ
る
設
計
、
ダ
ン
ボ
ー

ル
の
強
度
試
験
、
製
品
の

広
報
戦
略
な
ど
、
専
門
性

を
必
要
と
す
る
も
の
ま
で

多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る

（
写
真
３
）。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、

異
な
る
専
門
分
野
を
学
ぶ

学
生
が
参
加
し
て
お
り
、

も
の
づ
く
り
を
背
景
と
し

た
知
識
を
広
め
る
と
と
も

に
、
自
ら
の
専
門
知
識
を

活
用
す
る
場
を
提
供
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、

高
校
生
の
参
加
は
、
よ
り

柔
軟
な
発
想
を
取
り
入
れ

る
こ
と
や
大
学
生
の
主
体

性
の
向
上
に
つ
な
が
っ

た
。
さ
ら
に
、
企
業
の
災

害
対
策
や
地
域
活
性
化
の

取
り
組
み
に
関
す
る
講
演

会
の
実
施
に
よ
っ
て
、
地
元
の
産
業
や
文
化
に
関
す
る
理
解
を
深

め
る
こ
と
も
で
き
た
。

　

試
作
品
と
し
て
は
、
強
化
ダ
ン
ボ
ー
ル
製
の
台
車
や
パ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
、
折
り
畳
み
イ
ス
、
ス
リ
ッ
パ
な
ど
が
完
成
し
、
現
在
も

こ
れ
ら
の
改
良
に
取
り
組
ん
で
い
る
（
写
真
４
）。

　

完
成
し
た
試
作
品
に
触
れ
な
が
ら
、
も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
や

難
し
さ
を
語
る
学
生
を
目
に
し
て
、
地
域
資
源
と
人
材
を
生
か
す

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
の
大
き
な
意
義
を
感
じ
て
い
る
。

お
わ
り
に

　

石
巻
圏
域
は
、
２
０
１
１
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
で
最

大
の
被
災
地
と
な
っ
た
。
現
在
も
震
災
の
復
興
が
進
む
中
、
人
口

の
急
減
、
地
域
産
業
の
衰
退
、
安
定
し
た
雇
用
の
創
出
な
ど
、
震

災
後
の
ま
ち
づ
く
り
、
人
づ
く
り
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
稿
で
紹
介
し
た
３
つ
の
取
り
組
み
は
、
い
ず
れ
も
初
年
度
に

も
か
か
わ
ら
ず
特
徴
的
な
成
果
を
挙
げ
て
お
り
、
高
大
産
連
携
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
に
よ
っ
て
、
地
域
の
課
題
解
決
を
担
う
人
材

の
育
成
が
可
能
に
な
る
と
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
本
年
度
の
反
省

を
踏
ま
え
、
次
年
度
以
降
は
さ
ら
に
力
強
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推

進
し
、
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

写真３　大学生と高校生によるアイデア出し写真４　強化ダンボール製の試作品
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は
じ
め
に

　

ಠ
ཱ
行
੓
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
（
以
Լ
、
機
構
）
は
、
ࠃ

の
さ
ま
ざ
ま
な
学
生
支
援
事
業
を
૯
合
的
に
展
開
す
る
中
֩
機
関

と
し
て
、
঑
学
ۚ
事
業
、
ཹ
学
生
支
援
事
業
お
よ
び
学
生
生
活
支

援
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
機
構
で
は
、
元
঑
学
生
や
ಞ
ࢤ
Ո

の
方
々
、
法
人
の
օ
༷
か
ら
د
せ
ら
れ
た
د
ෟ
ۚ
を
ج
に
、
ฏ
成

��
年
度
に
は
学
生
支
援
د
ෟ
ۚ
事
業
と
し
て
「
̟
̖
̨
̨
̤
支
援

ۚ
事
業
」
と
「
༏
ल
学
生
ݦ
জ
事
業
」、
ւ
֎
ཹ
学
支
援
事
業
と
し

て
「
׭
民
協
ಇ
ւ
֎
ཹ
学
支
援
制
度
Ỗ
ト
ビ
タ
テ
ʂ　

ཹ
学
̟
̖

̥
̖
̣
日
本
代
表
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ỗ
」
を
実
施
し
た
。

１　
̟
̖
̨
̨
̤
ࢧ
ԉ
ۚ
ࣄ
ۀ

　

自
然
災
害
な
ど
に
よ
り
ډ
住
す
る
住
୐
が
全
յ
ま
た
は
൒
յ
の

被
害
を
受
け
た
た
め
に
、
学
生
生
活
の
ܧ
続
に
支
ো
を
き
た
し
た

学
生
ま
た
は
生
徒
が
、
一
日

で
も
早
く
通
常
の
生
活
に
復

ؼ
し
学
業
を
ܧ
続
す
る
た
め

の
支
援
と
し
て
、
一
人
当
た

り
10
ສ
円
を
支
څ
す
る
事
業

で
あ
る
。
ฏ
成
��
年
度
は
、

۽
本
地
震
に
よ
り
被
災
さ
れ

た
方
々
を
中
心
に
、
約
２
０

０
０
人
に
૯
ֹ
約
２
ԯ
円
の

支
援
を
行
っ
た
。

２�　
༏
ल
ֶ
ੜ
ݦ
জ�

ࣄ
ۀ

　

経
ࡁ
的
理
由
に
よ
り
修
学

に
ࠔ
難
が
あ
る
中
で
、
༏
れ

た
業
੷
を
挙
げ
た
学
生・

生

ಠ
ཱ
ߦ
੓
๏
ਓ 

೔
ຊ
ֶ
ੜ
ࢧ
ԉ
ػ
 ߏ

੓
ࡦ
ا
ը
෦ 

޿
ใ
՝

೔
ຊ
ֶ
ੜ
ࢧ
ԉ
ػ
ߏ
の
د
ෟ
ۚ
ࣄ
ۀ
ʹ
ͭ
͍
ͯ

ਤද１　+"440ࢧԉ࣮ۚڅࢧ੷
年　度 支　給　件　数 支 給 額

平成28年度
（熊本地震等） 1,953件

日本人学生 1,940件
195,300,000円

外国人留学生 13件

熊本地震の被災学生から届いた感謝の声
「今回の地震で、母親は職を失いました。家も大規模半壊という判定を受
け、学業継続が困難と思いました。しかし、JASSO支援金を頂いたことで、
元通り学業に日々励むことができます。本当にありがとうございます。」
「善意を寄せて下さった方々のお陰で、少しずつ生活の再建に向けて動く
ことができています。時間はかかると思いますが、必ず大学を卒業し、目
標達成したいと思います。いつかご恩返しできるように、努力していきた
いと思います。」
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徒
に
対
し
て
、
こ
れ
を
঑
ྭ・

支
援
し
、
�1
世
ل
を
担
う
લ
్
༗

๬
な
人
材
の
育
成
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
事
業
で
あ
る
。

応
ื
分
野
は
学
術
、
文
化・

ܳ
術
、
ス
ポ
ー
ツ
、
社
会
貢
献
、
産

業
イ
ϊ
ϕ
ー
シ
ョ
ン・

ϕ
ン
チ
ャ
ー
、
ࠃ
際
交
流
の
６
分
野
で
あ

り
、
受
৆
者
に
は
঑
ྭ
ۚ
と
し
て
大
৆
�0
ສ
円
、
༏
ल
৆
�0
ສ
円
、

঑
ྭ
৆
10
ສ
円
を
त
༩
し
た
。
本
年
度
の
༏
ल
学
生
ݦ
জ
の
応
ื

開
始
は
ฏ
成
��
年
６
月
中
०
を
༧
定
し
て
い
る
の
で
、
一
人
で
も

多
く
の
方
か
ら
の
応
ื
を
お
଴
ち
し
て
い
る
。
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機
構
で
は
、
意
ཉ
と
能
力
の
あ
る
若
者
に
ཹ

学
機
会
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
企
業
、
ࠃ
、
大

学
、
学
生
な
ど
と
協
力
し
、
支
援
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
学
生・

生
徒
に
対
す
る
、
ॾ
֎

ࠃ
へ
の
ཹ
学
の
た
め
の
঑
学
ۚ
な
ど
の
支
څ
や
、

事
લ・

事
後
研
修
の
実
施
、
ཹ
学
後
の
ܧ
続
的

な
学
श
や
交
流
の
場
と
し
て
の
ཹ
学
生
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

お
わ
り
に

　

લ
ه
の
事
業
に
加
え
て
、
ฏ
成
��
年
度
に
創
設
さ
れ
た
څ
෇
ܕ

঑
学
ۚ
制
度
に
も
օ
༷
か
ら
お
د
せ
い
た
だ
い
た
د
ෟ
ۚ
を
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
学
生
支
援
を
行

う
た
め
に
、
ݸ
人
、
法
人
の
օ
༷
に
は
引
き
続
き
Թ
か
い
ご
支
援

を
お
願
い
ਃ
し
上
げ
る
。
な
お
、
機
構
に
ご
د
ෟ
い
た
だ
く
場
合
、

ݸ
人・
法
人
と
も
੫
制
上
の
༏
۰
ા
置
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
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ਤද２　ฏ੒��೥౓༏ल学生ݦজදজऀ਺ͳͲ
分　野 応募者数 大 賞 優秀賞 奨励賞
学　術 12 2 3 3

文化・芸術 22 2 5 6
スポーツ 37 5 5 12
社会貢献 11 2 0 3

産業イノベーション・
ベンチャー 2 1 0 1

国際交流 8 0 2 2
計 92 12 15 27

ਤද３　ਃ੥ऀ਺と࠾༻ऀ਺
平成28年度後期（第5期）

派遣留学生
平成29年度前期（第6期）

派遣留学生
申請者数 採用者数 申請者数 採用者数
1,805 513 1,336 507

ฏ੒��೥౓༏ल学生ݦজදজࣜ
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